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が招いた追放の身を思いかえしていたのだろう o (Jbid.) 
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になり、その「捧猛な眼差し (Jbid.) J son regard faroucheは、 fd寧猛な表情 (n)J 






















メリメの小説を基にメイヤックHenriMEILHAC (1831 -97) とアレヴィ Ludovic


























































































も憧れともつかない眼差しを注く二ユゴー Victor-Marie HUGO (1802 -85)の『パ
リのノートルダムj(1831)やボードレールの「旅のボヘミアンJa悪の花j1857)、ドー















































はホセのアリア「花の歌JAir de fleurに採り入れられる O 密輸団の根城リリヤス・
パスティヤの酒場で、帰営ラッパを聞いて隊に帰ろうとするホセをカルメンがなじ
るO すると彼は、女に恋心を切々と訴える O 前奏の不吉な愛の暗いテーマは、まず
閉幕前の前奏曲に、ついで終幕まで何度も現れる循環主題である O アリアを締めく
くる<Carmen， je t' aime ! }の<t'ai-}は、 8拍も伸ばされる(他に類例がない)
けれど、ホセの純一な思いを弛みなく伝える O 数あるテノール・アリアのなかでも、
詩と音楽が濃密に照応する白眉の名曲である O
















Dans ma prison m'etait restee， 
Fletrie et seche， cette丑eur
Gardait toujours sa douce odeur; 
Et pendant des heures entieres， 
Sur mes yeux， fermant mes paupieres， 
De cette odeur je m' enivrais 
Et dans la nuit je te voyais! […〕
Et je ne sentais en moi -meme 
Qu'un seul desir， un seul espoir， 
Te revoir， O Carmen， oui te revoir !…
Car tu n' avais eu qu' a paraitre， 
Qu' a jeter un regard sur moi， 
Pour t'emparer de tout mon etre， [... J 
(I . 5) 
このアリアで、原作の同じ場面にはない女の眼差しを登場させることによって、
台本作者は女の魔力を際立たせている O ここでスタロバンスキーJean ST AROBINSKI 
(1920 -)の言葉を借りれば、ホセが記憶のなかで女の眼差しにふたたび出会うのは、


























の命を救っている (II. 6)0 
カルメンはいつも野獣に似ている訳ではなく、「小山羊みたいに軽やかに馬車
に飛び乗る (III)J ことも、「カワラヒワのように笑みこぼれる陽気な様子 (Jbid.)J 
を見せることもある O 周知のように、この歌劇に心酔したニーチェ Friedrich


























合唱:トレアドール 構えはよいか Toreador， en garde， 
闘うさなかも想いみよ Et songe en combattant 
黒い瞳がお前を見てる Qu'un田ilnoir te regarde 
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